
団体名： みよし商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 96.0 ％） （達成度 143.3 ％） Ａ Ａ
両方現行どお

り

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 116.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 62.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 84.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 96.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 126.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 85.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 93.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 77.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

優良事業所表彰が
少なかった。周知
をしっかり行う。

目標
数値

35
実績
数値

27
目標
数値

指標

事業所従業員を表彰する
ことにより他の従業員の
模範となり、従業員の勤
労意欲の高揚と会員事業
所への定着率の向上が図
られた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業

管内の中小・小規模事業者の経営安
定と雇用の継続性を図るために、他
市町と合同企業展を共催する。
また市内事業所の優良企業表彰や従
業員の勤務表彰を実施し経営の健全
な育成に資することを目的とする。

優良企業表彰事業所数  　2事業所
優良従業員表彰者数　 　 5人
合同企業展参加事業所数 20事業所

小規模事業者等

指標
事業参加人数(事業所数)

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

推進団体として中
小企業共済の加入
が大幅に増加し
た。引き続き加入
促進に向けた取り
組みを行う。目標

数値
1450

実績
数値

1357
目標
数値

指標

各種共済加入促進により事業主
の生活安定と事業所のセーフ
ティネットの構築、雇用対策や
労務改善、福利厚生に寄与でき
た。
また商工会の自己財源の確保も
図ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

管内の中小・小規模事業者の経営安
定と雇用の継続性を図るために、各
種共済制度の普及により経営の健全
な育成に資することを目的とする。
又、健康診断を実施し商工会員の健
康増進を図ることを目的とする。

取扱共済加入口数 1,357口
健康診断受診者数   424人

小規模事業者等

指標
各種共済加入口数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

積極的な参加もあるこ
とから、現状どおり事
業を進める。
会議の定期開催を取り
やめた部会もあること
から目標を下げる。

目標
数値

40
実績
数値

34
目標
数値

指標

部会活動を通じて域内小
規模事業者の経営改善に
役立つ様々な事業の企画
を立案し、実施すること
ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業

各種団体・産業振興・地域貢献
団体の活動をサポートし、事業
運営に協力することにより、地
域社会へ貢献や発展のための一
助となり、ひいては商工業の活
性化に資することを目的とす
る。

部会等会議の開催回数･人数
工業部会         6回 57名(延べ)
建設部会         9回 49名(延べ)
商業サービス部会 8回 51名(延べ)
食品部会 　　　  7回 48名(延べ)
組織財政委員会 未実施
振興条例委員会   4回 25名(延べ)

小規模事業者等

指標
会議開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

特産品認定制度の
見直し及び共通ブ
ランドの制定に向
け、引き続き委員
会で検討する。

○

目標
数値

30
実績
数値

38
目標
数値

指標

各種イベントにおいて、
特産品の販売機会を提供
することで、みよし市の
商品の魅力を市内外の消
費者にＰＲすることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業活性化事業

地域の特性を活かした地域
資源の活用や、特産品の開
発普及・ＰＲなどを行い、
地域産業の活性化と地域力
の向上に資することを目的
とする。

特産品認定の見直し　未了
共通ブランド制定　　未了
特産品委員会開催参加人数
　　　　　　　　　　38人(延べ)

小規模事業者等

指標
委員会参加延人数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き祭事の集
客集客力を活かし
て地域産業のＰＲ
等地域の総合的発
展に取り組んでい
く。

○

目標
数値

100
実績
数値

96
目標
数値

事業参加延人数(事業者数)
指標

市内で開催された祭事に
参加することで地域振興
に寄与するとともに、域
内企業の参加を促すこと
で、多数の市民が集まる
場での企業ＰＲ、販路開
拓等に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

地域振興・祭典事
業

管内の中小・小規模事業者の発展の
ため経営環境の整備とイベントを通
じて、市民に管内産業について再認
識していただき、今後の産業発展の
一助となる事業を実施する。
また行政が姉妹都市提携を結ぶ北海
道士別市、長野県木曽町との交流を
通じ、相互の地域経済の活性化を図
る。

産業フェスタ委員会開催 4回
姉妹都市交流事業 未実施
産業フェスタ参加事業者 54事業所
三好池まつり参加人数 　　27人
いいじゃんまつり参加人数 15人 小規模事業者等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部活動及び対象部員事
業所の経営改善につな
がる事業を計画的に推
進する。
講習会を削減するため
目標を下げる。

○

目標
数値

65
実績
数値

55
目標
数値

指標

講習会を通じ、経営者と
してのあるべき姿につい
て勉強し、若手後継者及
び経営に携わる女性とし
ての資質の向上を図るこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

若手経営者等育成
事業　　(青年
部・女性部)

地区内の若手の経営者や後継者
及び女性の経営者並びに親族が
地域でのつながりを深め、自ら
勉強する姿勢を身につけること
で地域の小規模事業者の持続的
発展に寄与することを目的とす
る。

経営講習会開催 1回35名(延べ)
事業承継講習会 1回20名(延べ)
先進地視察研修　未実施

小規模事業者等

指標
事業参加延人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

参加者の多い講習
会の1つを他団体
に移管するため目
標を下げる。

目標
数値

540
実績
数値

337
目標
数値

指標

講習会を開催すること
で、経営に関する最新の
情報や有益な情報を提供
することができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会事業

地区内の小規模事業者の要
望に合った講習会を実施す
ることで、必要な知識の習
得と資質向上を図る。

講習会開催回数及び
受講者数
集団　 11回　173人(延べ)
 （内、経営革新1回0人）
個別　 47回　164人(延べ)
　計 　58回　337人(延べ)

小規模事業者等

指標
講習会参加延人数

担当職員が減員と
なるため、現状を
維持する体制を構
築する。
利用者が増加して
いるため目標を上
げる

目標
数値

90
実績
数値

105
目標
数値

実績
数値

小規模事業者にとって負担とな
る記帳及び税務に関する事務を
商工会がしっかりとサポート
し、事務負担を大幅に減らすこ
とで、事業者が経営本来の業務
に注力できる体制を整えた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

地区内個人事業主の自主記帳の促進
を図ることを目的として、日常から
決算・税務申告に至るまで、記帳実
務の習得を支援する。又、記帳機械
化利用事業者には出力帳票等により
適切な経営相談を行い、事業所経営
の向上をお手伝いする。

記帳相談指導延回数
　　　　　　　　　1,298回
指導対象事業者数　105事業
所
指導延日数　　　　568日

小規模事業者

指標
記帳指導対象事業所数

指標

目標
数値

1050
実績
数値

1008
目標
数値

30

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

経営発達支援計画
に基づく支援を意
識し、職員一体と
なって推進する。 ○

巡回・窓口相談指
導事業

経営基盤の脆弱な小規模事業者の健
全な経営改善と育成を図るととも
に、活用できる経営資源を保有する
小規模事業者に対しては伴走型支援
を行う。支援に当たっては経営指導
員を中心に商工会職員全員が小規模
事業所と積極的に接触して親切丁寧
な支援を実施する。

巡回窓口指導実企業　　404社
　　　(うち非会員26社)
巡回窓口指導延回数  1,008件
  　　(うち非会員39件)
うち課題解決提案件数　 43件
経営革新承認件数  　　　2件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

巡回・窓口相談を通じて施策の
普及や情報提供を行い、積極的
に小規模事業者に接触すること
で、現況の把握や経営課題の抽
出を行った。問題点を明確にで
きた事業所に対しては、課題の
解決提案を行い小規模事業者の
経営改善に繋げることができ
た。

実績
数値

43

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： みよし商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 95.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 132.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 108.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 100.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 102.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 81.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 112.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 73.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法①

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標①

（達成度 150.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法①

Ａ Ｂ 変更する

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年度セミナー及
び個別相談会の回
数を増やしたこと
から、目標を上げ
る。

○

目標
数値

16
実績
数値

24
目標
数値

指標

経営資源を活かした事業
展開を計画する事業者の
事業計画策定支援を実施
することで、事業者の将
来展望の見える化を図る
ことができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会事業
（伴走型支援事
業）

小規模事業者の経営資源を
活用する事業計画策定個別
セミナーを開催し、小規模
事業者の事業計画に基づい
た経営を支援し、経営力の
強化を図ることを目的とす
る。

・事業計画策定セミナー
　　　　　　2回　 16人
・事業計画策定個別相談会
　　　　　　8回　　8人

小規模事業者等

指標

セミナー・相談会参加延人
数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

個別相談会の参加
者を増やすため、
周知をしっかり
行っていく。 ○

目標
数値

102
実績
数値

75
目標
数値

指標

創業予定者に対し、経
営、財務、販路開拓、人
勢育成についてのセミ
ナーを行い、創業に必要
な知識習得の場を提供で
きた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

創業支援事業

国の「産業競争力強化法」
を利用して、市及び民間事
業者と連携し地域における
創業を支援し開業率の向上
を目指すことにより、地域
の活性化、雇用の確保を目
的とする。

創業塾の開催
　　　　　  6回67人(延べ)
創業個別相談会
　　　　　　4回 8人(延べ)

小規模事業者等

指標
セミナー相談会参加延人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

国の事業廃止に伴
い廃止する。

○

目標
数値

150
実績
数値

168
目標
数値

指標

商品券発行により市内一
般消費者の市内事業所で
の購買を喚起することが
でき、事業者の売り上げ
確保に寄与することがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

プレミアム商品券
事業

国の消費税率引き上げ緩和
策を活用し、地域における
消費を喚起・下支えするこ
とを目的にプレミアム商品
券事業を実施する。

発行額　　　71,615,000円
プレミアム商品券取扱店舗
　　　　　　　　　 168社

小規模事業者等

指標
商品券取扱店舗数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事業者が正しい納
税知識に基づいた
申告を行えるよう
青色申告の勧奨を
推進する。

目標
数値

77
実績
数値

63
目標
数値

指標

青色申告会の運営を支援
することで税務知識の向
上、青色申告制度の普及
促進を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体指導
事業　　(青色申
告会)

青色申告会の活動をサポートするこ
とにより、適正な申告と納税を行う
よう研修・指導を行う。又、研修会
などの場に集まることにより、管内
事業所間の情報交換を行い、事業所
の経営に役立てていただくことを目
的とする。

青色申告会の研修事業
　　　　　7回　63人(延べ)

小規模事業者等

指標
事業参加延人数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き労働保険
の適用促進を積極
的に推進する。

目標
数値

205
実績
数値

209
目標
数値

委託事業所数
指標

労働保険に関する事務手続きに
ついて事業主の事務負担を軽減
することができた。
また労災に加入できない中小企
業主も特別加入により労災の適
用を受けることができた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

労働保険事業

管内の中小・小規模事業者の委託を
受けて、事業主に代わって労働保険
の申告納付、その他労働保険に関す
る各種届出等の事務手続きを行うこ
とにより、事業主の事務処理負担を
軽減し労働保険の適用促進及び労働
保険の適正な徴収を図ることを目的
とする。

労働保険委託事業所
　　　　　　　 209事業所

小規模事業者等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商工会及び市内事
業者の情報を一般
消費者を中心に情
報発信していく。 ○

目標
数値

78600
実績
数値

79100
目標
数値

指標

一般消費者向けに広報誌を発行
することで、掲載企業のＰＲや
商工会のＰＲを図ることができ
た。
ＨＰを利用した企業ＰＲも企業
が独自に行うより割安で提供す
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業

管内の中小・小規模事業者の情報を
商工会ホームページや商工会広報誌
等を通じ発信し、また地域経済動向
を調査し公表することで、事業者の
新規顧客獲得・売上増加に寄与し、
あわせて事業者向けに施策等の有用
な情報を周知することで経営力の強
化を図ることを目的とする。

街の情報満載総合サイト委員会の開
催　         2回
商工会HP登録利用者　43社
広報委員会開催　　　 8回
いいじゃん通信発行　 4回
　　　※発行部数79,100部
地域経済動向調査  未実施

小規模事業者等

指標
いいじゃん通信発行部数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新事業を地域振
興・祭典事業とし
て行う。
令和2年度は街路
灯事業を中心に行
い、目標を変更す
る。

目標
数値

12
実績
数値

13
目標
数値

指標

令和2年度から実施する
新たな街づくり事業の骨
格を構築することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商店街・街づくり
事業

地域社会の発展と地域貢献及び商工
業の活性化を目的とする。
昨年度で終了したイルミネーション
ライティング事業に代わる新たな事
業を新規事業検討委員会において計
画策定する。

新規事業検討委員会
　　　　13回　119名(延べ)
新規街路灯設置　2基

小規模事業者等

指標
委員会開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商工業に携わる女性と
しての経営知識と教養
を深めるとともに、地
域振興への貢献を図っ
ていく。
目標値から一般参加者
を除外し、目標を下げ
る。

目標
数値

86
実績
数値

114
目標
数値

指標

事業を通じて、部員の資
質向上が図られ、地域振
興事業等の実施により地
域の発展に寄与した。
婚活事業では6組のカッ
プルが成立した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青年部・女性部事
業　　（女性部）

女性部員間での交流や社会
福祉活動を通じて地域との
関わりを持つことにより、
地域社会の発展に寄与する
ことを目的とする。

講習会･イベント･福祉事業への参
加､開催･参加回数
　　　　3回　41人(延べ)
視察研修会開催
　　　　1回　15人
指導者資質向上研修会参加
　　　　1回　 3名
縁結び婚活事業開催
　　　　1回 55人

小規模事業者等

指標
事業参加延人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商工業の後継者たるべ
き青年の経営者として
の資質向上を図ってい
く。
参加協力を行っていた
三好池まつりが会場の
都合により1年中止と
なるため目標を下げ
る。

目標
数値

103
実績
数値

98
目標
数値

指標

事業を通じて、部員の資質向上
が図られ、地域振興事業等の実
施により地域の発展に寄与し
た。
また、事業活動を通じ部員間の
異業種交流としての効果も得る
ことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青年部・女性部事
業　　（青年部）

青年部員間での交流やイベ
ントを通じて地域との関わ
りを持つことにより部員間
の意識を高め、青年部の育
成を図るとともに、地域の
発展に寄与することを目的
とする。

各事業開催回数・参加人数
三好池まつり事業　   22人
ゴミゼロボランティア
　　　　　　　　2回　21人(延べ)
産業フェスタ事業　 　19人
講習会・研修会　3回　21人(延べ)
先進地視察研修　1回　 9人
指導者資質向上研修参加
　　　　　　　　1回　 6人

小規模事業者等

指標
事業参加延人数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


